
３月を迎えて、陽射しがポカポカと暖かくなり、本格的な春の到来ですね。皆さんは、花粉症で体調を崩

されていませんか。先日、春の陽気に誘われて外出したところ、スギ花粉で目が痒くなりました。例年、花

粉症の薬を服用せずに我慢出来るのですが、今年の花粉は去年より大量に飛んでいるようで、とてもつらい

です。年度末は何かと忙しく疲れやすいので、皆さん、どうかご自愛下さい。こんにちは、院長の喜多です。 

先日、NHK のテレビ番組歴史秘話ヒストリアで、「まぼろしの王国 銅鐸から読み解くニッポンのあけぼ

の」を見ました。番組では、銅鐸の音色の再現や、同じ石の型で複製する製造方法の検証、弥生時代６００

年間近く作られ続けた銅鐸が、ある時期を境に姿を消してしまう歴史の謎にも迫りました。また、野洲の大

岩山から見つかった銅鐸と、守山の伊勢遺跡についても注目していました。番組を見てから、久し振りに銅

鐸博物館に行って、展示されている資料も見直した後、守山の伊勢遺跡から三上山の景色を見て来ました。 

小さな集落にとって銅鐸は祭りの道具という日常的ものでしたが、やがてサイズが大きくなって権威の象

徴となりました。そして、その製造技術が集約されて、近畿と東海の２グループになってから後に、野洲の

大岩山辺りで一つにまとまり、卑弥呼のような国王が誕生してからは、銅鐸の生産をやめて銅鏡に切り替え

たのではないかという学説を紹介していました。大岩山からは、古い銅鐸から新しい銅鐸まで、明治に 14

個、昭和に１０個、計 24 個が見つかっていますが、日本最大の銅鐸も大岩山のもので、近畿と東海の両方

の製造技術が融合されたものだそうです。野洲周辺で女王卑弥呼が共立されて誕生し、伊勢遺跡にあった巨

大な建物から三上山を望みながら、儀式を執り行っていたかもしれないと想像するのも面白いですね＜笑＞。 
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